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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月2日(2018.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体と、前記支持体上に設けられた感光層と、を有する電子写真感光体であって、
　前記電子写真感光体の最表面層が結着樹脂を含有し、
　前記最表面層の結着樹脂に六方晶窒化ホウ素が分散されており、かつ、前記六方晶窒化
ホウ素の黒鉛化指数（ＧＩ）が３．０以上１５．０未満であることを特徴とする電子写真
感光体。
【請求項２】
　前記六方晶窒化ホウ素が疎水的に処理されていることを特徴とする請求項１に記載の電
子写真感光体。
【請求項３】
　前記六方晶窒化ホウ素がシランカップリング剤で処理されていることを特徴とする請求
項１または２に記載の電子写真感光体。
【請求項４】
　前記六方晶窒化ホウ素の最表面層における含有割合が１体積％～２０体積％であること
を特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の電子写真感光体。
【請求項５】
　前記六方晶窒化ホウ素が疎水的に処理されており、かつ前記六方晶窒化ホウ素の最表面
層における含有割合が１体積％～２０体積％であることを特徴とする請求項１乃至４に記
載の電子写真感光体。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の電子写真感光体と、
　前記電子写真感光体の表面を帯電させる帯電手段、トナーを用いて前記電子写真感光体
上に形成された静電潜像を現像してトナー画像を形成する現像手段、前記電子写真感光体
上に形成された前記トナー画像を転写材に転写する転写手段、および前記電子写真感光体
の表面に当接しながら当該電子写真感光体をクリーニングするクリーニングブレードを有
するクリーニング手段からなる群より選択される少なくとも１つの手段と、を一体に支持
し、電子写真装置本体に着脱自在であることを特徴とするプロセスカートリッジ。
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【請求項７】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の電子写真感光体と、
　前記電子写真感光体の表面を帯電させる帯電手段と、
　帯電された前記電子写真感光体を露光して静電潜像を形成する画像露光手段と、
　トナーを用いて前記電子写真感光体上に形成された前記静電潜像を現像してトナー画像
を形成する現像手段と、
　前記電子写真感光体上に形成された前記トナー画像を転写材に転写する転写手段と、
　前記電子写真感光体の表面に当接しながら当該電子写真感光体をクリーニングするクリ
ーニングブレードを有するクリーニング手段と、を有することを特徴とする電子写真装置
。
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